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 何気ない所作から見える 子どもの心  

11月のある朝、強い雨が降っていたときの玄関前の様子

です。雨に当たらないように、少しでも早く玄関に入り込

むかと思いきや、どの子も玄関の外側で傘を閉じて、数秒

間立ち止まってから中に入っていくのでした。当然、その

間は少し雨に当たってしまいます。私は、不思議に思って

よく観察すると、何をしているかが分かりました。どの子

も、傘を丸めてからネームバンドで止めていたのです。ネ

ームバンドで止まっていない傘は、傘立てに入れた時に広

がってしまい、後から入れる人の迷惑になります。一見何

気ない所作ですが、互いに気持ちよく生活する上で大切な

所作と言えます。上学年から下学年まで、すべての子ども

たちが実践している様子を目の当たりにして、私は感激し

てしまいました。 

ところで、須田小学校と七谷小学校の学校だよりの中で、どちらも玄関で靴をきちんと揃

えて下駄箱に入れるという素晴らしい習慣が身についていると紹介されていました。当校は

どうかと思って観察してみると、どの靴もきちんと揃って置かれていて、これまたうれしく

なりました。加茂市の子どもたちの良さとして、大切にしたいものです。 

子どもの心を見ることはできません。しかし、子どもの持ち物を見ると、その子の心が見

えることがあります。美しい傘立てや美しい下駄箱には、傘や靴の持ち主の心が表れている

のだと思うのです。 

タブレットで学級閉鎖中もオンライン支援

 先月下旬、コロナウイルス感染防止のための学級

閉鎖がありました。５年1組は、タブレット端末の持

ち帰りができたので、閉鎖の２日間は教室と子ども

たちをオンラインで繋いで、学級担任が学習支援す

ることができました。主な内容は、下の通りです。 
・テレビ会議システムで「健康観察」ができました。 

・専用ソフトを使って課題や宿題を配信しました。担任は一人一人の実施状況を把握して、

その場で支援することができました。 

・調べ学習では、自分が調べて分かった結果を互いに確認し合うこともできました。 

 高学年になると、端末を使いこなす技術がかなり高まっています。ふだんの授業の中で

も端末を通して友達と意見を交換したり発表し合ったりしています。このような経験が生

かされていました。 

今回の学級閉鎖中のタブレットの活用は、新しい挑戦であり、貴重な成果と言えます。

これにならって学級担任の研修を充実させ、全学年でタブレット活用を進めていきます。 



いじめ見逃しゼロキャラバン TSUNEIさん 来校！ 

新潟県内でいじめ根絶運動を推進している「深めよう絆にいがた

県民会議」にお願いして、外部講師から出前授業をしていただきまし

た。講師は TSUNEI（つねい）さんでした。TSUNEI さんは南魚沼市出

身の女性シンガーソングライターです。民放のテレビやラジオ番組で

もお仕事をされているので、知っていた子どももいたようです。明るく

て元気が良く、とびきり歌の上手な方でした。 

首都圏で働いていましたが、歌手になるという小学校の時の「夢」

を思い出す出来事があったそうです。そこで「自分の夢をかなえられるのは自分しかいない」と一念発起し

て転身するという、素敵な経歴の持ち主です。「人間はだれでもかけがえのない存在だから、自分を守るた

めなら逃げ出すことも大切だ」と自分を大切にしてほしいと語りかけてくださいました。真剣なメッセージと迫

力ある歌声で、子どもたちが心動かされる貴重な時間になりました。 

 

 

 

 

11月のあおみっ子！ 

【生活科「１年：見つけた秋で遊ぼう」 

「２年：あそびランド」】 

２年生は生活科で「まとあて」や「ゴムロケッ

ト」の遊びを考えて、１年生を招待して遊んで

もらう「あそびランド」に挑戦しました。２年生の工夫と努力がつまった、手作りのイベントです。 

１年生は 10 月に加茂山で拾ってきた木の実や葉を使って、「どんぐりゴマ」や「やじろべえ」などの、

楽しい遊び道具を作りました。２年生の「あそびランド」にならって、２年生を招待して楽しみました。

誰かを招待する「おもてなし」の体験で、大きな成長を遂げました。 

【ひまわり畑のおいもほり】 

ひまわり学級で育てていたサツマイモが大きく育ちました。サツマイ

モに傷がつかないように気をつけて掘りました。たくさんのサツマイモ

が収穫できて、お家に持ち帰って、家族の皆さんで、美味しく味わって

もらいました。 

【総合学習「４年：鮭の放流事業」】 

今年も加茂川に鮭が帰ってきました。４年生は、学校近くに設営され

た「うらい」に見学に出かけて、漁の様子を見学させてもらいました。

ダイナミッックな漁の仕方や、大きな鮭が跳ね回る様子は迫力満点です。

みんな大興奮でした。今後、鮭の卵の飼育や稚魚の放流を行います。貴

重な体験を提供してくださる加茂川漁協の皆様に感謝申し上げます。 

 お知らせ：学校の印刷機が新しくなりました。この印刷機はカラー印刷でも白黒印刷でも単価が同じです。

学校の様子がよく分かるように、カラーでお届けする紙面が増えますのでご承知ください。 

訂正：学校だより第８号に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。 

裏面 各種コンクールの結果 第５４回加茂市美術展ジュニア部門 

２行目「書道市長小（誤）→書道市長賞（正）」  ３行目「絵画奨励賞（誤）→書道奨励賞（正）」 

いじめは、よくないと思いました。

そして、自分のゆめを本気で人につた

えないとだめだと思いました。うたが

すごかったです。 （２年生） 

TSUNEIさんの話を聞いて、いじめは心が貧しい人がやるん

だなあと思いました。だから、ぼくは、貧しい心にならないよ

う好きなことに向かって一生懸命になろうと思いました。ライ

ブは歌が上手で、気持ちよかったです。（６年生） 


